
もし、あなたの身近な人だったら…生きづらさに寄り添う
～あなたのそばにも・・・～

　私たちは誰もが、日々の生活の中で不安や悩みを抱えながら生きており、学校や仕事、人間関
係の中で思うようにいかないこともあります。不登校やひきこもりも、特別なことではなく、そ
うした生きづらさの延長にあるものかもしれません。今回、このテーマの講座を２回続けて開催
しました。講師のメッセージを通して、不登校やひきこもりについて考えてみたいと思います。
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友
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。

　

で
は
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
原

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
令
和
６

年
度
の
小
・
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生

徒
は
約
35
万
4
千
人
に
の
ぼ
り
、
小
学

生
は
43
人
に
1
人
、
中
学
生
で
は
15
人

に
1
人
が
不
登
校
と
い
う
計
算
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
人
は
、
内
閣
府
の
令
和
４
年
度
の
調

査
で
15
～
64
歳
に
約
１
４
６
万
人
い
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と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
対
し
て
、
で
き
る
こ
と
は
…

【私たちにできること】
Q：不登校・ひきこもりは、なまけなのでしょうか？
A：決してそうではありません。自分を守るために
　  取った行動かもしれません。
　　　 ➡  『見方を変えよう』

Q：本人を支える家族は、誰が支えるのでしょうか？
A：家族もその対応に悩み、迷い、疲れていきます。
　  悩みを一人で抱え込まないようにすることが大切。
　　　 ➡  『家族も支えられる存在』
　　　（聴く・寄り添う・つなぐ 気持ちで）

教育文化研究所
長阿彌　幹生 先生
（ちょうあみ みきお）

不登校・ひきこもりが当事者を
ダメにするのではなく、不登校・
ひきこもりをダメと思っている
人たちが、当事者の未来をダメ
にする。

不登校やひきこもりは自己防衛。
これ以上、我慢して学校や会社
にいくと自分が壊れてしまうか
ら、やむを得ずこうしています。
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